
TA1275AZ 

2002-12-17 1

 東芝バイポーラ形リニア集積回路  シリコン  モノリシック 

TA1275AZ 
 
SECAM クロマ信号復調用 IC 
 
 

TA1275AZ は、SECAM クロマ信号復調用 IC です。TB1238 シリー

ズ (PAL / NTSC 1chip) との組み合わせが最適で、少ない外付け部

品で容易にマルチカラーシステムが実現できます。 
 
特特特特  長長長長 
��TB1238 シリーズとのベストマッチング 
��ベルフィルタ内蔵 
��FM 検波用コイル不要 
��ID コイル不要 
��色差出力黒レベル調整 
��外部 R-Y / B-Y 入力 

 

 
 

質量: 1.0g (標準) 

暫定資料 
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最大定格最大定格最大定格最大定格 (Ta = 25°C) 

項目 記号 定格 単位 

電 源 電 圧 VCCmax 8 V 

入 力 信 号 電 圧 Einmax 5 Vp-p 

許 容 損 失 PD (注) 780 mW 

消 費 電 力 低 減 率 1 / Qja 6.3 mW / °C

動 作 温 度 Topr －20～65 °C 

保 存 温 度 Tstg －55～150 °C 

注: 下図参照 

 
図図図図    許容損失の温度低許容損失の温度低許容損失の温度低許容損失の温度低減曲線減曲線減曲線減曲線 

 
動作保証条件動作保証条件動作保証条件動作保証条件 

項目 説明 最小 標準 最大 単位 

電 源 電 圧 端子 9、18 4.5 5.0 5.5 ― 

Y 入 力 信 号 レ ベ ル 白 : 100%、同期を含む 0.9 1.0 1.1 Vp-p 

色 差 入 力 レ ベ ル バーストレベル 270 300 330 mVp-p 

G レベル 3.25 4.0 5.0 

H レベル 1.95 2.1 2.6 S  C  P  入 力 レ ベ ル 

V レベル 1.1 1.25 1.4 

V 

 

電気的特性電気的特性電気的特性電気的特性 
(特に指定のない場合は特に指定のない場合は特に指定のない場合は特に指定のない場合は, YC VCC / PULSE VCC = 9V, Ta = 25°C) 
消費電流消費電流消費電流消費電流 

端子名 記号 測定
回路

最小 標準 最大 単位

VCC ( Y / C ) ICC1 ― 32.0 38.5 48.1

VCC (パルス) ICC2 ― 5.6 6.7 8.4 
mA
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端子電圧端子電圧端子電圧端子電圧 
端子 
番号 端子名 記号 測定

回路
最小 標準 最大 単位 

1 Y OUT V1 ― 2.35 2.55 2.75 

2 モード SW V2 ― 1.80 2.00 2.20 

3 R-Y OUT V3 ― 2.10 2.40 2.70 

4 R-Y ブラックコントロール V4 ― 2.30 2.50 2.70 

5 B-Y OUT V5 ― 2.10 2.40 2.70 

6 B-Y ブラックコントロール V6 ― 2.30 2.50 2.70 

7 S-ID フィルタ (キラーOFF) V7 ― 4.25 4.55 4.85 

8 EXT. R-Y IN V8 ― 2.40 2.60 2.80 

10 EXT. B-Y IN V10 ― 2.40 2.60 2.80 

12 F0-ADJ フィルタ V12 ― 2.55 3.00 3.45 

13 C IN V13 ― 3.50 3.70 3.90 

14 BELL ADJ フィルタ V14 ― 2.20 2.50 2.80 

15 Y IN V15 ― 2.30 2.50 2.70 

16 BELL コントロール V16 ― 4.80 5.00 5.20 

19 4.23MHz CW-IN V19 ― 2.50 2.75 3.00 

20 ID SW V20 ― 2.30 2.50 2.70 

21 SECAM ID I / O (キラーOFF) V21 ― 0.00 0.20 0.60 

V 

注: 本製品は、サージ電圧に弱いため取り扱いには十分ご注意ください。 
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AC 特性特性特性特性 (別途に指定がない場合別途に指定がない場合別途に指定がない場合別途に指定がない場合, VCC = 5V (9 およびおよびおよびおよび 18 ピンピンピンピン), Ta = 25°C) 

番号 項目 記号 測定

回路
測定条件 最小 標準 最大 単位

1 ベ ル モ ニ タ 出 力 振 幅 ebmo ― (注 1) 170 260 350 mV (p-p)

2 ベ ル  /  フ ィ ル タ f 0 f0B-C ― (注 2) －23 0 23 kHz

3 
ベ ル  /  フ ィ ル タ f 0 
可 変 範 囲 

f0B-H 

f0B-L 
― (注 3)

+40 
+10 

+70 
+35 

+100
+60

KHz
kHz

4 
ベ ル  /  フ ィ ル タ f 0 
V C C  ド リ フ ト Δf0BELV ― (注 4) －25 0 +25 kHz

5 
ベ ル  /  フ ィ ル タ f 0 
熱 ド リ フ ト Δf0BELT ― (注 5) －30 0 +30 kHz

6 ベ ル  /  フ ィ ル タ Q QBEL ― (注 6) 14 16 18 ― 

7 色 差 出 力 振 幅 VRS 
VBS ― (注 7)

0.39 
0.5 

0.56 
0.7 

0.73
0.99

V (p-p)
V (p-p)

8 色 差 相 対 振 幅 R / B-S ― (注 8) 1.24 1.35 1.52 ― 

9 色 差  S  /  N SNB-S 
SNR-S ― (注 9)

－40 
－40 

－46 
－46 

― 
― 

dB 
dB 

10 色差出力 V C C ドリフト ΔVBVH 
ΔVBVL ― (注 10)

－8 
－8 

0 
0 

+8 
+8 

% 
% 

11 色 差 出 力 熱 ド リ フ ト ΔVBTH 
ΔVBTL ― (注 11)

－8 
－8 

0 
0 

+8 
+8 

% 
% 

12 リ ニ ア リ テ ィ LinB 
LinR ― (注 12)

93 
93 

100 
100 

107 
107 

% 
% 

13 立 ち 上 が り 時 間 trR 
trB ― (注 13)

― 
― 

1.3 
1.3 

2.0 
2.0 

μs 
μs 

14 復 調 保 持 範 囲 HRL 
HBH ― (注 14)

― 
4.75 

3.5 
5.2 

3.9 
― 

MHz
MHz

15 復 調 キ ャ プ チ ャ レ ン ジ CRL 
CBH ― (注 15)

― 
4.75 

3.5 
5.2 

3.9 
― 

MHz
MHz

16 キ ラ ー 動 作 入 力 レ ベ ル eSK 
eSC ― (注 16)

0.5 
0.5 

1 
1 

2 
2 

mV (p-p)
mV (p-p)

17 復 調 残 留 キ ャ リ ヤ CLRS 
CLBS ― (注 17)

― 
― 

3 
3 

10 
10 

mV (p-p)
mV (p-p)

18 黒 レ ベ ル オ フ セ ッ ト ErR 
ErB ― (注 18)

－30 
－30 

0 
0 

+30
+30

mV 
mV 

19 I  D  電 圧 V21color 
V21B / W ― (注 19)

0.12 
4.25 

0.2 
4.55 

0.6 
4.85

V 
V 

20 I  D  電 流 
I21strongSECAM

I21SECAM 
I21B / W 

― (注 20)

310 
 

133 
― 

420 
 

180 
0 

530 
 

225 
10 

μA
 

μA
μA

21 
シ ス テ ム S W 
ス レ ッ シ ョ ル ド レ ベ ル 

V21P / N 
V21S ― (注 21)

2.3 
2.3 

2.5 
2.5 

2.7 
2.7 

V 
V 

22 色 差 出 力 D C レ ベ ル 
V3P / N 
V5P / N 

V3S 
V5S 

― (注 22)

2.3 
2.3 
2.1 
2.1 

2.6 
2.6 
2.4 
2.4 

2.9 
2.9 
2.7 
2.7 

V 
V 
V 
V 
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番号 項目 記号 測定

回路
測定条件 最小 標準 最大 単位 

23 R - Y  /  B - Y 色差出力黒 
レ ベ ル 制 御 特 性 

ΔErR+ 
ΔErR－ 
ΔErB+ 
ΔErB－ 

― (注 23)
27 
－33 
27 
－33 

30 
－30 
30 
－30 

33 
－27 
33 
－27 

mV 
mV 
mV 
mV 

24 外 部 色 差 ゲ イ ン GEXTR 
GEXTB ― (注 24) 0.8 

0.8 
1.0 
1.0 

1.2 
1.2 

― 
― 

25 4 . 4 3 M H z   C W  最小 
入 力 レ ベ ル VCW ― (注 25) 200 ― ― mV (p-p)

26 ゲートパルス幅可変範囲 
WGPVCC 

WGP 
WGPGND 

― (注 26)
1.7 
1.9 
2.1 

1.8 
2.0 
2.2 

1.9 
2.1 
2.3 

μs 
μs 
μs 

27 Y   D L  特性  ( 3 M H z ) tYDL ― (注 27) 180 250 360 ― 

28 Y ト ラ ッ プ 特 性 fOY5.5 
Gat fo ― (注 28) 4.5 

20 
5.5 
35 

6.5 
― 

MHz 
dB 

29 Y 入力ダイナミックレンジ DRYS 
DRYBW ― (注 29) 1.2 

1.2 
1.5 
1.5 

1.8 
1.8 

V (p-p)
V (p-p)

30 Y ゲ イ ン GYS 
GYBW ― (注 30) 0.8 

0.8 
1.0 
1.0 

1.2 
1.2 

― 
― 
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測定条件測定条件測定条件測定条件 (別途に指定がない場合別途に指定がない場合別途に指定がない場合別途に指定がない場合, VCC = 5V (9 およびおよびおよびおよび 18 ピンピンピンピン), Ta = 25°C) 

注 項目 測定条件 

1 ベ ル モ ニ タ 出 力 振 幅 

(1) 端子 13 に 75%カラーバー信号 200mV (p-p) (R ID) を入力す
る。 

(2) 端子 13 を 27kΩを介して GND に接続する。 

(3) 端子 1 の R-Y ID 振幅“ebmo”を測定する。 

2 ベ ル  ・  フ ィ ル タ f 0 

(1) 端子 13 に cw スイープ信号 20mV (p-p) 正弦波を入力する。 

(2) 端子 13 を 27kΩを介して GND に接続する。 

(3) 端子 16 を GND に接続する。 

(4) 端子 1 の最大利得周波数“f0BEL”を測定し、下式に従い 
“f0B-C”を計算する。 
“f0B-C” = f0BEL－4286 [kHz]  

3 
ベ ル  ・  フ ィ ル タ f 0 

可 変 範 囲 

(1) 端子 13 に cw スイープ信号 20mV (p-p) 正弦波を入力する。 

(2) 端子 13 を 27kΩを介して GND に接続する。 

(3) VCC が 5.5V / 4.5V のときの端子 1 の最大利得周波数
“f0BEL5.5” / “f0BEL4.5”を測定し、下式に従い“f0B-H” / 
“f0B-L”を計算する。 

 “f0B-H” = f0BEL－4286 [kHz] 
“f0B-L” = f0BEL－4286 [kHz]  

4 ベ ル  ・  フ ィ ル タ f 0 
VCC  ド リ フ ト 

(1) 端子 13 に cw スイープ信号 20mV (p-p) 正弦波を入力する。 

(2) 端子 13 を 27kΩを介して GND に接続する。 

(3) 端子 16 を GND に接続する。 

(4) VCC が 5.5V / 4.5V のときの端子 1 の最大利得周波数 
“f0BEL5.5” / “f0BEL4.5”を測定し、下式に従い 
“Δf0BELV”を計算する。 
“Δf0BELV” = f0BEL5.5－f0BEL4.5  

5 ベ ル  ・  フ ィ ル タ f 0 
温 度 ド リ フ ト 

(1) 端子 13 に cw スイープ信号 20mV (p-p) 正弦波を入力する。 

(2) 端子 13 を 27kΩを介して GND に接続する。 

(3) 端子 16 を GND に接続する。 

(4) －20°C / +65°C のときの端子 1 の最大利得周波数  
“f0BEL－20” / “f0BEL+65”を測定し、下式に従い 
“Δf0BELT”を計算する。 
“Δf0BELT” = f0BEL－20－f0BEL+65  

6 ベル ・ フィルタ Q 特性 

(1) 端子 13 に cw スイープ信号 20mV (p-p) 正弦波を入力する。 

(2) 端子 13 を 27kΩを介して GND に接続する。 

(3) 端子 16 を GND に接続する。 

(4) 端子 1 の周波数応答を測定し、下式に従い“QBEL”を計算す
る。 
“QBEL” = (MAX－3dB 帯域幅) / f0BEL  

7 色 差 出 力 振 幅 

(1) 端子 13 に 75%カラーバー信号 200mV (p-p) (R ID) を入力する。 

(2) 端子 3 の R-Y 出力振幅“VRS”を測定する。 

(3) 端子 5 の B-Y 出力振幅“VBS”を測定する。 

 
8 色 差 相 対 振 幅 下式に従い“R / B-S”を計算する。 

“R / B-S” = VRS / VBS 
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注 項目 測定条件 

9 色 差  S  /  N 

(1) 端子 13 に無変調クロマ信号 200mV (p-p) (R ID) を入力
する。 

(2) 端子 3 のノイズの振幅“nR”を測定する。 

(3) 端子 5 のノイズの振幅“nB”を測定する。 
(4) 下式に従い“SNB-S”、“SNR-S”を計算する。 

“SNB-S” = 20 og�  (2 Bn/BSV2 ) 

“SNR-S” = 20 og�  (2 Rn/RSV2 ) 

 
 
 
 
 
 

10 色差出力 V C C ドリフト 

(1) 端子 13 に 75%カラーバー信号 200mV (p-p) (R ID) を入
力する。 

(2) VCC が 5.5V / 4.5V のときの端子 5 の B-Y 出力振幅 
“VBS5.5” / “VBS4.5”を測定し、下式に従い 
“ΔVBVH” / “ΔVBVL”を計算する。 
“ΔVBVH” = (VBS5.5－VBS) / VBS*100 [%] 
“ΔVBVL” = (VBS4.5－VBS) / VBS*100 [%] 

11 色 差 出 力 温 度 ド リ フ ト 

(1) 端子 13 に 75%カラーバー信号 200mV (p-p) (R ID) を入
力する。 

(2) VCC が－20°C / +65°C のときの端子 5 の B-Y 出力振
幅“VBS－20” / “VBS+65”を測定し、下式に従い“VBSTH” 
/ “VBSTL”を計算する。 
“VBSTH” = (VBS+65－VBS) / VBS*100 [%] 
“VBSTL” = (VBS－20－VBS) / VBS*100 [%] 

12 リ ニ ア リ テ ィ 

(1) 端子 13 に 75%カラーバー信号 200mV (p-p) (R ID) を入
力する。 

(2) 端子 3、5 の各色差波形において黒レベルからの 
シアン / 赤の振幅“VCyan” / “VRed”を測定する。

(3) 端子 3、5 の各色差波形において黒レベルからの 
黄 / 青の振幅“VYellow” / “VBlue”を測定する。 

(4) 下記の式に従い、“LinR”、“LinB”を計算する。 
“LinR” = VCyan / VRed 
“LinB” = VYellow / VBlue 

13 ラ イ ジ ン グ タ イ ム 

(1) 端子 13 に 75%カラーバー信号 200mV (p-p) (R ID) を入
力する。 

(2) 端子 3、5 の各色差波形の緑とマゼンダ間の所要時間 
(10%～90%) “trR” / “trB”を測定する。 

14 復 調 ロ ッ ク レ ン ジ 

15 復調キャプチャアレンジ 

(1) 端子 13 に正弦波 2MHz、200mV (p-p) を入力する。 

(2) 入力周波数を増加させ、端子 3 で復調出力が現れる周波
数“CRL”、端子 5 で復調出力が消える周波数“HBH”
を測定する。 

(3) 端子 13 に正弦波 7MHz、200mV (p-p) を入力する。 

(4) 入力周波数を減少させ、端子 5 で復調出力が現れる周波
数“CBH”、端子 3 で復調出力が消える周波数“HRL”
を測定する。 

 

 



TA1275AZ 

2002-12-17 18

 

注 項目 測定条件 

16 キラー  o n  /  o f f  レベル 

(1) 端子 13 に 75%カラーバー信号 200mV (p-p) (R ID) を入力する。 

(2) 入力振幅を減少させ、端子 3、5 で復調出力が消える振幅“eSK”を測定する。 

(3) 入力振幅を 0mVp-p から増加させ、端子 3、5 で復調出力が現れる振幅“eSC”を測定
する。 

17 復 調 残 留 キ ャ リ ヤ 

(1) 端子 13 に無変調クロマ信号 200mV (p-p) を入力する。 

(2) 端子 3 での 4.25MHz 残留信号キャリヤ“CLRS”を測定する。 

(3) 端子 5 での 4.406MHz 残留信号キャリヤ“CLBS”を測定する。 

18 黒 レ ベ ル オ フ セ ッ ト 

 (1) 端子 13 に無変調クロマ信号 200mV (p-p) を入力す
る。 

(2) 端子 4、6 をオープンにする。 

(3) 端子 3、5 の出力波形におけるブランキング期間と復
調信号期間の DC 電圧差“ErR” / “ErB”を測定す
る。 

19 I D    電  圧 

20 I D    電  流 

(1) 端子 13 に 75%カラーバー信号 200mV (p-p) (R ID) を入力する。 

(2) 端子 21 の電圧、入力電流“V21color” / “I21color”を測定する。 

(3) 端子 13 は無入力。 

(4) 端子 21 の電圧、入力電流“V21B / W” / “I21B / W”を測定する。 

21 
シ ス テ ム S W 

ス レ ッ シ ョ ル ド レ ベ ル 

(1) 端子 8、10 に正弦波 15kHz、200mV (p-p) を入力する。 

(2) 端子 13 は無入力。 

(3) 端子 21 の電圧を 0V から増加させ、端子 3、5 で 15kHz の正弦波が現れる電圧“V21PIN”
を測定する。 

(4) 端子 21 の電圧を 4V から減少させ、端子 3、5 で 15kHz の正弦波が消える電圧“V21S”
を測定する。 

22 色 差 出 力 D C レ ベ ル 

(1) 端子 13 は無入力。 

(2) 端子 21 が 4V のとき、端子 3、5 の DC 電圧“V3P / N” / “V5P / N”を測定する。 

(3) 端子 21 が 0V のとき、端子 3、5 の DC 電圧“V3S” / “V5S”を測定する。 

23 R-Y B-Y 黒レベル制御特性 

(1) 端子 13 に 75%カラーバー信号 200mV (p-p) (R ID) を
入力する。 

(2) 端子 4 が 4V / 0V のとき、端子 3 の出力波形における
ブランキング期間と復調信号期間の DC 電圧差“ErR+
“ / “ErR－“を測定する。 

(3) 端子 6 が 4V / 0V のとき、端子 5 の出力波形における
ブランキング期間と復調信号期間の DC 電圧差“ErB+
“ / “ErB－“を測定する。 

 (4) 下式に従い、“ΔErR+”、“ΔErR－”、“ΔErB+”、
“ΔErB－”を計算する。 
“ΔErR+” = ErR+－ErR 
“ΔErR－” = ErR－－ErR 
“ΔErB+” = ErB+－ErB 
“ΔErB－” = ErB－－ErB 

24 外 部 色 差 利 得 

(1) 端子 8、10 に正弦波 15kHz、200mV(p-p) を入力する。 

(2) 端子 21 に 4V を印加する。 

(3) 端子 3、5 の出力振幅“VEXTR“ / “VEXTB“を測定する。 

(4) 下式に従い、“GEXTR”、“GEXTB”を計算する。 

 “GEXTR” = VEXTR / 200 [mV] 
“GEXTB” = VEXTB / 200 [mV] 
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注 項目 測定条件 

25 4 . 4 3 M H z  C W  最 小 
入 力 レ ベ ル 

(1) 端子 13に 75%カラーバー信号 200mV (p-p) (R ID) を
入力する。 

(2) 端子 19 に入力する 4.43MHz CW レベルを 0V から増
加させ、端子 3、5 に色差出力が現れたときの振幅
“VCW”を測定する。 

 

26 ゲートパルス幅可変範囲 

(1) 端子 13に 75%カラーバー信号 200mV (p-p) (R ID) を
入力する。 

(2) 端子 7 を 1kΩを介して GND に接続し、端子 7 のゲー
トパルスを観測する。 

(3) 端子 19 をオープンにしたとき、VCC / GND に接続し
たとき、それぞれについてゲートパルス幅“WGP”、
“WGPVCC”、“WGPGND”を測定する。 

27 Y  D  L  特 性 

(1) 端子 15 に Y コンポジット信号 1V (p-p) を入力する。 

(2) 端子 7 を 10kΩを介して VCC に接続する。 

(3) 端子 2 を GND に接続する。 

(4) 端子 15 の入力と端子 1 の出力の遅延量“tYDL”を測定する。 

28 Y ト ラ ッ プ 特 性 

(1) 端子 15 にスイープ信号 1V (p-p) を入力する。 

(2) 端子 7 を 10kΩを介して VCC に接続する。 

(3) 端子 2 を VCC に接続する。 

(4) 端子 1 の周波数応答を観測し、最大減衰時の周波数
“f0Y5.5”を測定する。 

(5) 1MHz と“f0Y5.5”の減衰量比をデシベル換算で求め
る。(“GY5.5”) 

29 Y 入力ダイナミックレンジ 

(1) 端子 7 を 10kΩを介して VCC に接続する。 

(2) 端子 15 に入力する Y 信号の振幅を増加させ、端子 1 の出力信号が歪み始めるときの振
幅“DRYS”を測定する。 

(3) 端子 7 をオープンにする。 

(4) (2) と同様にして“DRYBW”を測定する。 

30 Y ゲ イ ン 

(1) 端子 15 に Y 信号 1V (p-p) を入力する。 

(2) 端子 7 を 10kΩを介して VCC に接続する。 

(3) 端子 15 の入力と端子 1 の出力間のゲイン“GYS”を測定する。 

(4) 端子 7 をオープンにする。 

(5) (3) と同様にして“GYBW”を測定する。 
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外形図外形図外形図外形図 
SZIP21-P-0.89 単位: mm 

 
質量: 1.0g (標準) 
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�� 当社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、一般に半導体製品は誤作動したり故障することがあります。当

社半導体製品をご使用いただく場合は、半導体製品の誤作動や故障により、生命･身体･財産が侵害されることの

ないように、購入者側の責任において、機器の安全設計を行うことをお願いします。 
なお、設計に際しては、最新の製品仕様をご確認の上、製品保証範囲内でご使用いただくと共に、考慮されるべ

き注意事項や条件について｢東芝半導体製品の取り扱い上のご注意とお願い｣、｢半導体信頼性ハンドブック｣など

でご確認ください。 

�� 本資料に掲載されている製品は、一般的電子機器 (コンピュータ、パーソナル機器、事務機器、計測機器、産業用

ロボット、家電機器など) に使用されることを意図しています。特別に高い品質･信頼性が要求され、その故障や

誤作動が直接人命を脅かしたり人体に危害を及ぼす恐れのある機器 (原子力制御機器、航空宇宙機器、輸送機器、

交通信号機器、燃焼制御、医療機器、各種安全装置など) にこれらの製品を使用すること (以下 “特定用途” とい

う) は意図もされていませんし、また保証もされていません。本資料に掲載されている製品を当該特定用途に使用

することは、お客様の責任でなされることとなります。 

�� 本資料に掲載されている製品は、外国為替および外国貿易法により、輸出または海外への提供が規制されている

ものです。 

�� 本資料に掲載されている技術情報は、製品の代表的動作･応用を説明するためのもので、その使用に際して当社お

よび第三者の知的財産権その他の権利に対する保証または実施権の許諾を行うものではありません。 

�� 本資料の掲載内容は、技術の進歩などにより予告なしに変更されることがあります。 

000629TBA当社半導体製品取り扱い上のお願い当社半導体製品取り扱い上のお願い当社半導体製品取り扱い上のお願い当社半導体製品取り扱い上のお願い    


